
偶
然
の
出
会
い
だ
っ
た
。
弘

前
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
会

場
内
で
元
気
に
走
り
回
る
古
川

鳳
羅
（
た
か
ら
）
く
ん
を
、
五

十
嵐
耕
平
監
督
と
フ
ラ
ン
ス
人

映
画
監
督
の
ダ
ミ
ア
ン
・
マ
ニ

ヴ
ェ
ル
さ
ん
が
見
つ
け
た
。「
最

初
は
映
画
に
出
演
さ
せ
る
気
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」と
、突
然

の
映
画
出
演
の
依
頼
を
断
っ
た

と
い
う
鳳
羅
く
ん
の
母
・
知
里

さ
ん
。
考
え
を
改
め
、
話
だ
け

で
も
聞
い
て
み
よ
う
と
２
人
の

監
督
に
会
っ
た
の
は
そ
れ
か
ら

３
日
後
。
そ
の
１
年
後
に
は
イ

タ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
「
第
74

回
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
国
際
映
画
祭
」

の
大
舞
台
に
立
つ
こ
と
に
な
っ

た
。鳳

羅
く
ん
は
現
在
、
平
川
在

住
の
小
学
２
年
生
。
映
画
の
撮

影
は
２
０
１
７
年
１
月
中
旬
か

ら
２
月
末
ま
で
津
軽
一
帯
で
行

わ
れ
、
古
川
家
も
全
員
が
劇
中

の
家
族
と
し
て
出
演
し
て
い
る
。

「
カ
メ
ラ
は
見
な
い
」「
監
督
の

指
示
に
従
う
」「
ゆ
っ
く
り
動

く
」
の
３
つ
を
守
っ
て
撮
影
に

挑
ん
だ
鳳
羅
く
ん
。
難
し
い
こ

と
は
な
く
楽
し
か
っ
た
と
笑
顔

で
振
り
返
る
。

鳳
羅
く
ん
が
撮
影
期
間
中
に

高
熱
を
出
す
と
い
っ
た
ハ
プ
ニ

ン
グ
が
あ
っ
た
。
撮
影
は
中
止
。

自
宅
療
養
と
な
っ
た
鳳
羅
く
ん

だ
が
、「
撮
影
に
行
か
な
き
ゃ
」

と
寝
る
こ
と
が
で
き
ず
落
ち
着

き
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ

へ
見
舞
い
に
訪
れ
た
監
督
や
ス

タ
ッ
フ
か
ら
「
休
む
こ
と
も
大

事
」「
早
く
よ
く
な
っ
て
」
と
言

わ
れ
、
安
心
し
て
眠
り
に
つ
い

た
。「
不
思
議
な
関
係
が
生
ま
れ

て
い
る
気
が
す
る
」
と
知
里
さ

ん
。
翌
日
に
は
す
っ
か
り
熱
は

下
が
り
、
改
め
て
撮
影
に
挑
ん

だ
。完

成
し
た
映
画
は
ヴ
ェ
ネ
チ

ア
国
際
映
画
祭
で
初
め
て
お
披

露
目
さ
れ
た
。
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
る
鳳
羅
く
ん
の
姿
に
成
長
を

実
感
し
た
知
里
さ
ん
は
自
然
に

涙
が
あ
ふ
れ
た
と
い
う
。
一
方

の
鳳
羅
く
ん
は
知
里
さ
ん
の
手

を
強
く
握
り
、
ス
ク
リ
ー
ン
に

尾上地域にどのようなイメージをみ

なさんはもっているだろうか？家々に

立ち並ぶ生け垣や、春には桜、夏には蓮

の花、緑豊かな猿賀公園。しかし、平

川市内でも屈指の「定食屋」が多い地

域ということはご存知だろうか？そし

て、どの店もシンプルなメニューにこ

だわりがあり、何度でも足を運びたく

なってしまう。その中で今回は「おぐ

ら食堂」の紹介となる。

こちらの定食屋は1983（昭和58）年

創業。ひらがなで書かれた「おぐら」

の看板が目印で、店内はテーブル席と

小上がりスペースに分かれる。家族連

れから一人客まで、幅広い客層に親し

まれているのが特徴だ。現在は、店主

の小倉夫妻とその息子夫妻、従業員３

人の計７人で営む。テレビや雑誌・ラ

碇ヶ関地域の山奥にたたずむ温泉宿「古遠部

（ふるとうべ）温泉」。奥羽本線碇ヶ関駅から車

で15分程度の場所にある秘湯だ。2012年には旅

行新聞新社主催の「プロが選ぶ日本のホテル・

旅館100選」で選考審査委員特別賞に選ばれ、全国から訪れる客もいる。

ここの温泉は源泉100％の掛け流しで、毎分500リットルもの湯が湧き出る。

1.5リットルのペットボトルが１分間で300本以上溜まるという紹介であれば、

その湯量にイメージが沸くだろう。湯の温度は42～43度。長湯はとてもできな

いような熱さで、冷え性や切り傷、五十肩に効能があるとされている。

古遠部温泉には豊富な湯量を生かし、湯船か

ら溢れ出たこぼれ湯に仰向けになって寝転がる

「トド寝」というユニークな入浴方法がある。こ

の入浴方法をオススメする理由を同温泉代表の

木村達夫さんはこう語る。「温泉が好きな方や遠

方から訪れるお客さまに、できるだけ長く湯に浸かってもらいたいから」。この

贅沢な入浴法を推奨する湯宿は、全国

でもここだけなのではないだろうか。

（記：山内海斗）

映
る
自
分
の
姿
か
ら
目
を
離
さ

な
か
っ
た
。

「
映
画
に
は
ま
た
出
演
し
た

い
」
と
鳳
羅
く
ん
。「
冒
険
も
の

が
好
き
」
と
話
す
。
映
画
「
泳

ぎ
す
ぎ
た
夜
」
の
公
開
は
こ
れ

か
ら
。
そ
の
瞳
に
は
た
く
さ
ん

の
夢
が
広
が
っ
て
い
る
。

津
軽
舞
台
の
日
仏
合
作
映
画
に
主
演

─ 

平
川
の
小
学
生
、夢
は
映
画
に
ま
た
出
る
こ
と 

─

ジオの取材もこれまで多くあり、有名

人も取材以外のプライベートでの来店

もしばしばあるそうだ。

さて、今回オススメする一品は「カ

ツ丼」。カツ丼に味噌汁、漬物がつい

て700円。オススメする理由は直球な

コメントだが「おいしい」ということ。

玉ねぎやシイタケを卵でとじたカツは

柔らかく、甘い。カツとごはんとの食

べ合わせも申し分ない。みなさんにぜ

ひ食べてほしい。

ちなみに店主一押しの品は、「ミソち

ゃんぽん」。冬期間限定で販売する「鍋

焼きうどん」も根強い人気でオススメ

だそうだ。

（記：對馬吾郎）

古遠部温泉
平川市碇ヶ関西碇ヶ関山1-467 ☎0172-46-2533
営業時間　8時30分～20時（冬期間9時～19時）
入浴料　320円（子ども無料）

ひらかわ市民新聞は
平川市民記者による
初の市民新聞です。

出演した古川家（右奥から時計回りに）父・孝さん、姉・蛍姫さん、鳳羅くん、母・知里さん

日
仏
合
作
映
画
「
泳
ぎ
す
ぎ
た
夜
」

２
０
１
８
年
４
月
初
旬

全
国
順
次
公
開

※
２
月
24
日
よ
り
イ
オ
ン
シ
ネ
マ

　
弘
前
に
て
先
行
公
開

おぐら食堂 -カツ丼-

平川湯めぐり紀行
秘湯・古遠部温泉でユニークな入浴法

撮
影
秘
話
、

そ
し
て
映
画
完
成

おぐら食堂
平川市高木原富 22 −１　☎ 0172-57-4711
営業時間　10 時 30 分～ 18 時
定 休 日　火曜
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──アーティストを志そうと思ったきっかけは？
　23歳の時、「絵の勉強がしたい」と保育士を辞めて秋田公立美術工芸短期
大学に入学しました。勉強はずっと苦手だったのですが、この時は「勉強が
したい」と思いました。在学中にスプレーアートに出会い、毎日100枚以上
を独学で学び、ファッションビルからの依頼で常設展を開催。Facebookや
Twitterで話題になり、半年後、アメリカマイアミから招待を受け渡米。帰
国後ライブアートショーのオファーが来るようになり、大学卒業後プロアー
ティストとしての活動を始めることにしました。

──アーティストになってやりがいを感じることは？
　0から1を作る作業に楽しさ、そして生まれてくる作品たちを見て、いろ
いろな人たちが喜んでくれるところにやりがいを感じます。

──アートの魅力とは？
　さまざまなアート作品があり、制約はないことこそアートです。そこには
ファンタジーがあることだと思います。

──今後の目標は？
　現在は青森県を拠点に日本全国、海外に向けて作品を発表したり、ライブ
アートや特別支援学校などでボランティア活動を行っていたりします。私の
作品・考え方がいろいろな形でもっと世に出て、たくさんの人を楽しませて
あげられたらいいなと思います。たくさんの人を楽しませる作品を発信して
いきたいです。

（記：畳指謙自）

──なぜソムリエを志そうとしたのか？
　ソムリエとは、飲食店におけるワインをはじめとした飲料の販売、管理を
担当する仕事です。20代前半にレストランに勤務し、ワインに触れる機会
が増えたことでサービスを提供する立場として、きちんとした商品知識を身
につけたいと感じたため。

──ソムリエになってやりがいを感じることは？
　ソムリエは料理人やバーテンダーと違い、「オリジナルの味」を造ること
はできません。すでに完成されたワインにいかに付加価値をつけてお客さま
へサービスができるかが重要となります。提供温度や空気接触、グラスの形
状と合わせる料理との兼ね合いなど、適切な提案をしなければいけないこと
にやりがいを感じます。

──ワインの魅力とは？
　他の酒類が製造工程で仕込み水を使用するのに対して、ワインの液体はす
べてブドウの果汁。だからこそデリケートであり、瓶詰後も熟成を楽しむこ
とができます。また、ワインを通して人脈を広がることができることも魅力。
ワインは人と人とを繋ぐすばらしいツールです。

──今後の目標は？
　東京でキャリアを積んだのち、地元青森
でのワイン文化発展に貢献したいことと、
プロのソムリエの育成および一般消費者
への啓蒙活動もさらに行っていきたいで
す。また昨年、日本酒に特化した認定制度

「JSA・SAKE DIPLOMA」の資格を取得。
ワインだけでなく日本の食文化全体の発展
に貢献していくことを目標にしています。

（記：小野勝也）

平
賀
地
域
小
国
（
お
ぐ
に
）
地
区
で
は
、
夏
の
宵
宮
に
弘
前
大
学

の
学
生
を
招
待
し
、
交
流
の
場
を
設
け
て
い
る
。
招
待
を
受
け
る

学
生
は
、
同
大
学
の
「
へ
き
地
教
育
研
究
会
Ｃ
ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
（
以

下
、
へ
き
研
）」の
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
と
な
る
。

へ
き
研
は
現
在
38
人
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、
主
に
生
徒
数

の
少
な
い
学
校
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
・
協
力
と
い
っ
た
活
動
を
主

に
し
て
い
る
。
小
国
地
区
と
は
10
年
以
上
に
渡
っ
て
関
係
が
続
い

て
お
り
、
現
在
は
小
国
地
区
の
宵
宮
で
子
ど
も
た
ち
と
肝
試
し
や

ス
イ
カ
割
り
な
ど
を
し
て
交
流
を
深
め
て
い
る
。

こ
の
つ
な
が
り
の
き
っ
か
け
は
、
平
川
市
が
実
施
し
て
い
る「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
で
あ
る
。
同
事
業
は
市
の
補
助
金
を
活

用
し
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
が
、
大

学
生
を
招
待
す
る
と
い
っ
た
活
用
法
は
市
内
で
も
小
国
地
区
の
み
。

当
初
は
、
小
国
小
学
校
で
寸
劇
を
行
う
と
い
っ
た
活
動
も
あ
っ
た

と
い
う
。

現
在
、
小
国
小
学
校
は
廃

校
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

で
も
交
流
が
途
切
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
へ

き
研
と
小
国
地
区
の
絆
の
深

さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
へ
き
研

代
表
の
三
浦
良
さ
ん
は
「
小

国
地
区
と
の
交
流
を
通
し
て

教
育
実
習
で
は
感
じ
る
こ
と

が
で
き
な
い
よ
う
な
子
ど
も

た
ち
の
素
直
な
一
面
や
貴
重

な
経
験
を
得
て
い
ま
す
」
と

話
す
。

小
国
地
区
の
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
も
地
域
外
の
若
者

と
交
流
で
き
る
こ
と
は
、
新

た
な
価
値
観
を
得
ら
れ
る
き

っ
か
け
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
記:

齋
藤
舜
也
）

平賀地域小国地区と弘前大学の交流とつながり

1986年生まれ。東北女子短期大学卒業後、保

育士となるが、2012年にアーティストデビ

ュー。2015年には「JAPAN EXPO 2015 

PARIS」に出演するなど国内に留まらず、海外

でも活動する。

1985年生まれ。弘前工業高校卒業後、ホテル

ニューキャッスルに入社。2012年にはJSA

ソムリエ・スカラシップで優秀賞（最高賞）に選

ばれる。2013年、ホテルニューオータニに入

社。「トゥールダルジャン・ワインアトリエ」「自

由が丘ワインスクール」にて講師も務める。

東京で活躍
尾上地域南田中地区出身
ソムリエ

工藤順平さん

青森から世界へ
尾上地域日沼地区育ち
アーティスト

GOMAさん

み
ん
な
の
活
動

The Person who has the relation for Hirakawa
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的
と
し
、
活
動
し
て
ま
す
。
鎌
田

さ
ん
は
「
現
代
は
１
０
０
円
で
い

ろ
い
ろ
な
物
が
買
え
、
壊
れ
た
ら

す
ぐ
に
棄
て
て
し
ま
う
時
代
。『
も

っ
た
い
な
い
』
を
合
言
葉
と
し
て
、

お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
通
じ
、
ご
み

の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
環

境
に
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
す
。

お
も
ち
ゃ
病
院
の
荷
物
を
運
搬

す
る
木
製
台
車
に
「
平
川
５
３
０

お
・
５
―
55
」
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
が
付
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

「
平
川
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
（
５
３
０
）

お
も
ち
ゃ
病
院
（
お
）
ゴ
ー
ゴ
ー

ゴ
ー
（
５
―
55
）」
と
い
う
意
味
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
車
検
は
あ
り
ま

せ
ん
。　
　
　
（
記:

船
水
德
生
）

尾
上
地
域
金
屋
地
区
に
は
78

棟
の
農
家
蔵
が
群
立
し
て
お
り
、

周
囲
の
生
垣
や
庭
園
と
調
和
し

て
美
し
い
農
村
景
観
が
形
成
し

て
い
る
。
そ
の
中
に
、
古
代
ギ

リ
シ
ャ
建
築
の
独
立
円
柱
に
と

て
も
よ
く
似
た
装
飾
の
蔵
が
あ

っ
た
。

蔵
の
装
飾
は
、
古
代
ギ
リ
シ

ャ
建
築
に
お
け
る
建
築
様
式

（
オ
ー
ダ
ー
）
の
ひ
と
つ
で
あ
る

イ
オ
ニ
ア
式
に
似
て
お
り
、ド
リ

ス
式
・
コ
リ
ン
ト
式
と
な
ら
ん

で
主
要
な
様
式
（
オ
ー
ダ
ー
）

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
イ
オ
ニ

ア
式
は
、
渦
巻
き
型
の
柱
頭
と

細
身
な
柱
で
構
成
さ
れ
、
優
美

で
女
性
的
な
印
象
が
特
徴
だ
。

蔵
の
所
有
者
で
あ
る
小
野
長

道
さ
ん
に
よ
る
と「
元
々
は
尾
上

地
区
に
建
っ
て
い
た
蔵
を
、
約

50
年
前
に
現
在
の
場
所
に
移
築

し
て
き
た
。
当
初
か
ら
柱
の
装

飾
は
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

移
築
直
後
に
近
所
の
左
官
会
社

な
ど
の
手
に
よ
り
仕
上
工
事
を

行
い
完
成
と
な
り
、
現
在
の
姿

に
な
っ
た
。
自
身
が
中
学
校
の

頃
の
出
来
事
で
、
当
時
の
様
子

を
覚
え
て
い
る
」
と
話
す
。

金
屋
地
区
の
農
家
蔵
群
で
は
、

今
年
は
す
で
に
終
わ
っ
て
し
ま

っ
た
が
、
毎
年
１
月
下
旬
に
国

登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
蔵
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
一
日
限
定
で

開
催
さ
れ
る
。
平
川
市
で
し
か

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
雪
景

色
の
な
か
に
照
ら
さ
れ
る
農
家

蔵
と
古
代
ギ
リ
シ
ャ
建
築
の
装

飾
の
調
和
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
。

（
記:

松
田
公
平
）

平
川
市
民
で
あ
れ
ば
、
日
常
の

中
で
何
気
な
く
目
に
入
っ
て
く
る

ア
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
に
佇
む
観
音
像
。

な
ぜ
あ
の
場
所
に
あ
る
の
か
ご
存

知
だ
ろ
う
か
？

ア
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
の
営
業
担
当

で
入
社
12
年
目
の
ベ
テ
ラ
ン
・
一

戸
聡
志
さ
ん
に
よ
る
と
、
正
式
名

称
は
「
り
ん
ご
大
観
音
像
」
と
い

い
、
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
建

立
、
高
さ
約
16
ｍ
、
総
工
費
約
１

億
円
と
の
こ
と
。
制
作
し
た
の
は
、

戦
後
初
の
大
仏
を
制
作
し
た
平
安

美
術
研
究
所
（
所
在
地:

兵
庫
県
、

現
・
株
式
会
社
平
安
美
術
）。
観
音

像
を
建
て
た
の
に
は
、「
リ
ン
ゴ
の

運
搬
中
に
交
通
事
故
に
よ
り
命
を

落
と
し
た
女
婿
の
供
養
」「
交
通
安

全
へ
の
悲
願
」「
リ
ン
ゴ
の
豊
作
祈

願
を
す
る
た
め
」
と
い
う
初
代
社

長
の
葛
西
甚
八
氏
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

観
音
像
が
リ
ン
ゴ
を
掲
げ
て
い

る
理
由
に
納
得
し
た
と
こ
ろ
で
、

実
は
台
座
の
中
に
も
入
れ
る
ん
だ

と
か
。
十
二
支
別
の
守
り
本
尊
・

子
安
観
音
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、

参
拝
す
る
と
、
良
縁
・
子
宝
・
安

産
・
健
康
・
長
寿
・
大
願
成
就
を

賜
る
こ
と
が
で
き
る
と
一
戸
さ
ん
。

最
近
は
、
台
湾
ド
ラ
マ
の
ワ
ン
シ

ー
ン
に
使
用
さ
れ
た
り
、
海
外
の

旅
番
組
等
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り

と
、
国
内
の
み
な
ら
ず
国
外
で
の

人
気
も
出
て
き
て
い
る
。

市
民
の
知
る
人
ぞ
知
る
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る

り
ん
ご
大
観
音
像
。
無
料
で
見
学

や
参
拝
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
の

で
、
こ
の
機
会
に
ア
ッ
プ
ル
ラ
ン

ド
ま
で
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
？（

記:

稲
葉
佑
太
）

毎
月
第
２
土
曜
日
午
後
に
イ
オ

ン
タ
ウ
ン
平
賀
で
定
期
開
院
し
て

い
る
平
川
お
も
ち
ゃ
病
院
。
院
長

の
鎌
田
正
信
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま

し
た
。

平
川
お
も
ち
ゃ
病
院
は
２
０
１

３
（
平
成
25
）
年
３
月
３
日
に
設

立
。
お
も
ち
ゃ
病
院
で
は
原
則
無

料
で
お
も
ち
ゃ
を
修
理
し
、
新
た

な
価
値
を
生
み
出
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
。
現
在
、
全

国
に
６
０
０
カ
所
あ
り
、
日
本
お

も
ち
ゃ
病
院
協
会
が
認
定
す
る
お

も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
は
１
４
０
０
人

以
上
。
平
川
お
も
ち
ゃ
病
院
は
県

内
５
番
目
の
お
も
ち
ゃ
病
院
と
し

て
開
院
し
、
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー

は
現
在
10
人
。
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ

の
修
理
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た

ち
と
共
に
生
き
返
っ
た
お
も
ち
ゃ

を
喜
び
、
科
学
す
る
心
と
創
造
性

を
養
う
だ
け
で
な
く
、
モ
ノ
を
大

切
に
す
る
意
識
の
向
上
と
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
に
協
力
す
る
こ
と
を
目

Vol.
1

Vol.
2

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

平
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
内

☎
０
１
７
２
・
44
・
５
９
３
７

ア
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド

大
観
音
像
の
な
ぞ

平
川
お
も
ち
ゃ
病
院

っ
て
何
？

農
家
蔵
と
古
代
ギ
リ
シ
ャ
建
築
の
装
飾
の
調
和

平
川
建
物
探
求

最
近
は

海
外
で
も
人
気
!?

ゴ
ミ
ゼ
ロ

ゴ
ー
ゴ
ー
ゴ
ー
？

尾上地域によくある農家蔵には個性的な装飾が
されている蔵が多いが、気づく人は少ない

古代ギリシャ建築のイオニア式に相似する柱。
渦巻き型の柱頭に細身の柱が特徴

リンゴを手にした観音像

りんご大観音像・台座の中
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「
鬼
」、「
ヘ
ッ
チ
ョ
（
お
へ

そ
）」、「
弁
慶
」
な
ど
な
ど
。
碇

ヶ
関
地
域
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

符
丁
（
ふ
ち
ょ
う
）
が
あ
り
ま

す
。
符
丁
と
は
、
そ
の
仲
間
だ

け
に
通
じ
る
言
葉
・
隠
語
を
意

２
０
１
７
年
の
猿
賀
神
社
十

五
夜
大
祭
は
10
月
３
日
か
ら
５

日
ま
で
の
３
日
間
開
催
さ
れ
た
。

観
月
祭
は
４
日
の
19
時
か
ら
小

雨
が
降
る
中
で
行
わ
れ
、
鏡
ヶ

池
の
ほ
と
り
の
高
浜
虚
子
の
句

碑
の
横
に
祭
壇
が
設
営
さ
れ
た
。

神
職
の
太
鼓
、龍
笛（
り
ゅ
う
て

き
）
の
演
奏
を
聴
い
て
い
る
と

ま
も
な
く
雲
の
合
間
か
ら
、
中

秋
の
名
月
が
姿
を
現
す
。
月
に

向
か
っ
て
神
職
の
祝
詞
（
の
り

と
）
の
後
、
近
隣
か
ら
集
ま
っ

て
き
た
人
々
が
参
拝
。
参
拝
者

は
お
供
え
の
お
団
子
（
麦
ま
ん

じ
ゅ
う
）
を
１
個
ず
つ
も
ら
っ

た
。
こ
の
年
は
１
５
０
個
が
準

備
さ
れ
、
祭
の
後
に
は
全
部
な

く
な
っ
た
そ
う
だ
。

観
月
祭
の
後
に
、
拝
殿
に
向

味
し
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
あ
だ

名
」
で
す
。
昔
、
碇
ヶ
関
に
関

所
が
あ
っ
た
時
代
に
地
元
の
人

が
、
通
行
手
形
を
見
せ
な
く
て

も
、「
あ
だ
名
」
で
関
所
を
通
っ

た
た
め
と
い
う
説
も
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

今
か
ら
60
年
前
。「
鬼
」
と
い

う
「
あ
だ
名
」
の
家
に
、
あ
る

女
性
が
嫁
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
女

性
は
、
素
直
で
と
て
も
美
し
い

人
だ
っ
た
の
で
す
が
、「
鬼
」
の

家
に
嫁
い
で
し
ま
っ
た
た
め
、

「
鬼
の
嫁
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
家
が
「
鬼
」
と

呼
ば
れ
る
理
由
が
あ
り
ま
す
。

昔
々
、
そ
の
家
の
お
じ
い
さ
ん

の
体
が
大
き
く
、
力
持
ち
で
、

何
の
仕
事
も
一
番
で
あ
っ
た
た

め
、「
鬼
」
と
い
う
「
あ
だ
名
」

が
付
い
た
そ
う
で
す
。「
鬼
」
は

必
ず
し
も
悪
い
意
味
で
は
な
い

よ
う
で
す
。

（
記:

船
水
德
生
）　

か
っ
て
大
幟
（
お
お
の
ぼ
り
）

の
奉
納
行
列
が
行
わ
れ
た
が
、

今
年
は
短
か
っ
た
。
同
神
社
の

宮
司
・
山
谷
敬
さ
ん
に
よ
る
と
、

「
以
前
は
北
海
道
の
崇
敬
者
一

行
に
よ
る
昆
布
の
御
幣
、
ス
ル

メ
で
作
っ
た
神
輿
（
み
こ
し
）

の
奉
納
や
近
郷
の
大
幟
奉
納
行

列
の
賑
や
か
な
時
代
も
あ
っ
た

け
れ
ど
も
近
年
は
少
な
く
な
っ

た
。
近
年
は
楽
し
み
ご
と
が
日

常
的
に
あ
り
、
交
通
の
利
便
さ

に
よ
り
、
い
つ
で
も
参
拝
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

大
祭
に
対
す
る
関
心
が
薄
く
な

っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。
専
業

農
家
も
少
な
く
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
『
神
様
の
恵
み
の
稔
り
』

と
い
う
気
持
ち
が
薄
ら
い
で
き

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

昭
和
30
年
代
は
近
隣
住
宅
が
臨

時
民
宿
と
な
っ
た
り
、
境
内
に

サ
ー
カ
ス
や
見
世
物
小
屋
が
建

っ
た
り
、
小
学
校
は
宵
宮
の
午

後
か
ら
一
日
半
休
校
に
な
っ
た

の
で
、
皆
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

大
祭
を
心
待
ち
に
し
た
も
の
だ

っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

（
記:

大
川
け
い
子
）

尾
上
地
域

碇
ヶ
関
地
域

編 集 後 記
平川市民の平川市民による平川市民のための新聞と

いった内容で、昨年７月から始まった「市民記者養成

講座」。ようやく新聞として形に残すことができました。

この新聞は「地域のために」や「地域の活性化」では

なく、平川の日常を記事にしてみんなで共有しようと

始めた新聞です。事件や事故やニュースではなく、こ

の地の魅力をみんなで見つけていきたい。そんな新聞

です。

来年度も「ひらかわ市民新聞」は発行を予定してお

ります。新聞作成に興味のある方だけでなく、この平

川を改めて見つめ直してみたい、もしくは平川での暮らしをより楽しくしたい方はぜひご参加ください。

（編集部）

2018年４月以降は月１回のペースで集まり、平川の

話題や調べてみたいことや昔から気になっていたこと

などを話し合い、実際に取材をして記事にしていきま

す。取材の仕方や記事の書き方などもアドバイスして

いきます。また、参加はしにくいけど取材してほしい

人やお店、調べてほしいことといった情報提供だけで

も構いません。詳しくは市のホームページや広報、回

覧板などでお知らせします。
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